




結語 

 以上の一連の検討によって以下のことが判明した。 

1)BPD の発症には,高濃度酸素投与が重要な一因子であると考えられる。 

2)ビタミン E大量投与は酸素中毒症予防効果が少ない。 

3)ビタミン E,必須脂肪酸欠乏は酸素中毒症における肺損傷，特に肺毛細血管内皮細胞の損

傷を助長する。 

4)高濃度酸素投与によって肺胞内,血管内周囲組織内へのマクロファージの遊出が増加す

る。また気管内洗浄液中の細胞は酸素投与 7日目まではマクロファージがほとんどをしめ,

白血球数は数%以内であった。 


